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まり待機している状態に置かない限り，申込みを完全に

受理出来ないことになる。この結果逆に過剰投登になり

がちである。

4．改善対策

改善対策としては一応次のことが考えられる。

（1I　時期別賃料を設定する申込みの場合の作業時期の

調整策として，大巾な料金の時期別餃差をつけることで

時差的作業を期待する。

12I　協定栽培または団地組合を積極的に育成する。育

成手段として利用料を半旗にするとか，トラクター施設

を新設田地組合に貸与または売却する。

は）階層別団地組合員別に運営委員を設立し，賃料設

定の場合の代表者または申込作業の調整連絡の任に当ら

せるとともに，団地発生後団地間協定などの役割りをも

果させる。

水田におけるトラクターの共同利用に関する研究

第3報　トラクター利用の阻害条件について

阿　部　健一郎・高　橋　正　男

（秋田県虔試）

1．ま　え　が　き

トラクターの水田利用は，春期の耕うん・整地過程忙

利用が集中し，員外利用を加え稼動量の拡大を図ろうと

しても，適期に員内外の利用が競合し，運営がきわめて

複雑になり，稼動量の拡大は困難である。

一九トラクター利用の経済性の面からみれば，作業

原価に占める飲却糞の比率が高く，作業原価の低減は稼

動量の拡大にまつところが大きい。この意味で，トラク

ターの利用組合は，採算規模に見合う員内面横の確保が

先決である。しかし，このように一定規模を確保して組

織され，配車計画など運営が円滑に行なわれても，組織

のされ方，耕地基盤の条件，農家側の未対応などが低虔

利用の要因となり．員内の稼動量を引き下げている問題

が解決されなければならない。

本報告は，これらの要因のうち，耕地基盤の条件を中

心に，これに組織の条件を加味し，トラクター利用の阻

害条件について検討した。

2．トラクター利用の阻書条件につ

いて

地勢および団地の大きさを考慮した秋田県における

「機枕化適正面横」は，全面積の60％におよぶといわれ

るが．この中には区画の再整理を含む，区画整隋を要す

る面故が80％，農道の整備を要するもの11％，暗渠排水

を要するものが50％に遵している。最近機械化は急速に

進展しているとほいえ，トラクターなどの利用屏閑を阻

書している条件が多いことがうかがわれる。

このような，耕地基盤の条件は，つぎにかかげる要因

によって，トラクターの稼動を制約する。すなわち，そ

の第一はトラクター及びその作業機の利用を全く阻止す

ることによって，第二は作業効率を低め，実作業時間を

少なく規制し，第三は作業期間及び作業日数を制限する

ことによって，そして最後は作業能率に影響することに

よって，それぞれ稼動量の拡大をさまたげる。

1．トラクターの計画運行や利用拡大を阻害す

る要因

トラクターの普及密度が最も高い大曲市を例にとれ

ば，区画整理田率84．4％（昭36，県耕地課）で，県内で

最も高い比率を示しているが，このなかには昭和の初期

地主によって施工されたもの，あるいは戦後の施工であ

っても，耕うん機など小型機枕を対象にしたものも多く

含まれている。したがって，その農道は大曲市における

第1表トレラーの導入状況と導入しない理由別組

合数

注・昭和37・38年に中型を導入した大曲市の21組合を
対奉9



東北農業研宛　始9号 143

‥
字
一
室
養

●

　

■

●

●

●

■

　

●

●

■

　

1

●

●

●

●

●

●

■

㌧

▼

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

㌧

●

区分 組合名 区　 分 組合名

T
毘招 A

●・●■●t′ ．S A S：：：∴、〉

薫 き※ N 彬 ■
N N

第1図　トラクター利用組合別圃場図

トラクター普及の契挽となったM農事共同組合の例（農

道の幅員2．73mの圃場37．9％，同じく1．827花26，1％，0．

917花36．0％）にみられるように，トラクターなどの大型

機械の運行には支障をきたす場合が多い。耕起作業は隣

接圃場に直接移動が可能であり，比較的支障は少ない

が，代掻作業は次項の条件と関達し，貝内外の圃場が混

在し，移動が困難であるとともに．員外農家の作業進行

状況や海水時期に強く規制され，トラクターの計画作業

を阻害する。

また，この農道の条件はトレーラー，大型防除機など

の導入を規制し，トラクターの多面利用による稼動量の

拡大を阻害する。

2．実作業効率を低める要因

組合員構成が集落全戸加入あるいは有志によるもので

も，居住集団をもとにした属人的な組織であることか

ら，個別農家の分散的土地所有を反映して，同一団地に

開場が集中する例は全くみられない。組合間の圃場は，

第1図にみられるように，きわめて複雑に錯綜してい

る。

このように圃場分散が大きいということは，移動時問

を増加させ，実作業効率をひき下げる大きな要因とな

る。すなわち，第2表に示したように，調査日における
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移動時間率は4．3～9．2％を示し，総移動時間は35～77

分に達している。1回平均移動時間は4．0～7．7分であ

り，しかも5分以下の移動が62．5～77．1％を示している

ことから，この移動は軽視されがちであるが，全作業期

間についてみれば，移動量を低める大きな要因になる。

3．作業期間及び作業日数を制約する要因

トラクターの水田利用は，組織上の問題あるいは農道

の条件によって，トレーラーなどの作業機を導入し，多

面的な利用を展開している組合は少なく，耕うん・整地

作業が主体である。したがって，トラクターの利用期間

は，その地区における田植期によって下限が決められ，

上限は融雪後圃場が，耕起作業を可能にする程度まで乾

燥する時期によって制限される。土壌の条件，暗渠排水

の有無は排水条件を支配し，トラクター移動の上限を左

右するとともに．耕起期間における降雨後の作業再開日

を制約し，稼動量に与える影響は大きい。

4．作業能率を規制する要因

トラクターの作業能率は，同一性能後程であっても，

－区画の画壇・形状，圃場間落差の大小．耕法，耕深，

運転手の技術差などによって異なるが，ここでは一区画

の面槙・形状の問題について検討した。

第3表に示したように，これらの組合における全面着
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第　2　表　　移動時間別移動回数

注．1．作業実態調査結果，T，F組合　昭38．H組合　昭39
2．（）内は実数

第　3　表　1区画の面積別水田面積率

平 均

第　4表　　圃場の条件と作業能率

注．1．IL T，E組合は実測調査による。

2．K組合クボタL15R利用記録による。

の約10％が5α以下の圃場であり，このような圃場は当

然作業能率に影響する。すなわち，第4表にみられるよ

うに，整理田と未整理田の能率の違いは明らかである。

特にK組合における3α以下の圃場の10α当り能率ほ2

時間以上に達し，耕うん磯にかわって．作業のスピード

化を図るべきトラクターの機能をはたしていない。

3．ま　　と　　め

以上のぺてきたトラクター利用展開の阻害：条件にた

いして，それぞれの組合において，対策がたてられてい

る。すなわち，農道の不倫，用排水路越えにたいしては

トラクターの走行する部分にヒューム管を埋めたり．あ

るいは未整理田・飛地などは，組合員が個別に所有する

耕うん機を利用し，さらに組合の団地に散在する員外農

家の圃場には，準組合員的性格をもたせ，一般貸耕料金

より安くするなど，運営面で考慮している。

しかし．これらの対応には当然限界があり，トラクタ

ー利用の観点からすれば，広く基盤整備にまたなければ
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ならない面が多い0

ただし，耕地の分散の問題は組織のあり方によって，

解消できる面が多い。すなわち・属地的な組合結成は・

問題が多いとしても，複雑利用の方向で・組級規模をで

きるだけ大きくすることによって，個別兵家の分散的土

地所有を解消することである。これは，故障・事故発生

などとも閑達し，現在の1組合1台という所有形態より

有利性が大きいといえる。

牧草の栽培およびこれが導入による地力増進試験

第1報　牧草跡地の地力判定について

斉藤　俸平・島田　晃堆・蜂ケ崎君男

大　野　　　臭

（青森県農試）

1．ま　え　が　き

従来畑地力の増強には牧草を組入れた長期輪作体系が

有効といわれ，これに関する研究は数多く行われている

が，青森県には牧草導入による地力維持に関する報告は

捏めて少ない。本報では牧草の種塀及び肥培管理を異に

した場合の牧草畑更新が後作物の生育におよはす影響を

知るため，■当場古間木支場において昭和34年に造成され

た牧草畑を更新し，対照畑との比較において牧草跡地の

地力判定を試みたので，その結果について報告する0

2．試　験　方　法

1．試験場所：青森最試古間木支場（腐植質火山灰土

壌）

2．試験圃場の来歴：供試圃場は昭和34年に造成され

たもので，これまでの経過の枕要は第1表に示すとおり

第1表　試　験

1．牧草畑及び対照畑の内容

供　　試　　圃　　場

牧　草　畑（オーチャード）

（ラ　ジ　ノ）

（混　　　播）

対 照　　　　畑

である。

3．牧草畑の更新

昭和37年12月に新墾プラウ18吋で反転耕起したが，助

込み直前に消石灰100軸／10αを対照畑にも同様に全面

撒布した。なお更新前における牧草の根群調査の結果．

オーチャード単播区では10α当りに換算すると約2・03t

の板重であった。

4．試験区の構成：

昭和38年5月，牧草更新跡地に対し第2表に示す試験

区を設置し，第1作にとうもろこし（交3号），翌年第

2作に馬鈴薯（農林1号）を供試し，牧草鋤込区と対照

区について比絞検討した。

3．試　験　結　果

1．牧草導入の後作物の収量におよぼす影響

第1作においては第1図に示すように，牧草鋤込み

圃　場　の　来　歴

作　　　付

オーチャードグラス単播
（34年秋播～37年）

ラジノクロ・一ノべ－単播

（34年秋播～37年）

オーチャード，ラジノ混播
（34年秋播～37年）

内　　　容

憲急～′」、主流、ぷ～とうもろこし～トト


